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☆町の人口☆人口10,159 (-10）男4,821 (-5）女5,338 (-5）世帯合計3,438 （ー11）平成2年3月末日現在（）は前月との比較です 

日野町長より 
黄色の傘を受ける、上野（左） 

市場（右）両小学校の児童たち 

▲町内パレード 役場前で行われた出発式 

交
通
安
全
 

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
 
『
春
の
交
通
安
全
 

運
動
』
 
の
期
間
で
し
た
。
こ
の
間
、
赤
池
町
内
の
 

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
（
6
日
）
、
田
川
市
で
行
わ
れ
 

た
、
交
通
安
全
運
動
推
進
大
会
（
 10 

日
）
、
田
川
交
 

通
安
全
協
会
赤
池
支
部
よ
り
交
通
安
全
を
願
っ
て
、
 

上
野
、
市
場
両
小
学
校
へ
、
交
通
安
全
傘
五
十
本
 

▲交通安全運動推進大会（田川署前） 

は
あ
な
た
で
す
 

の
贈
呈
な
ど
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
 

め
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
ル
ー
ル
、
 

マ
ナ
ー
を
守
り
、
自
分
本
位
で
な
く
、
相
手
に
 

対
す
る
思
い
や
り
の
気
持
を
も
ち
、
判
断
し
、
 

行
動
し
ま
し
ょ
う
。
交
通
安
全
の
主
役
は
、
あ
 

な
た
自
身
な
の
で
す
か
ら
ノ
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文
字
ど
お
り
の
小
春
日
和
に
恵
ま
れ
 

た
四
月
一
日
、
平
成
筑
豊
鉄
道
の
新
駅
 

『
市
場
駅
』
が
開
業
し
、
記
念
式
典
が
駅
 

の
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

平
成
筑
豊
鉄
道
取
締
役
あ
い
さ
つ
、
 

日
野
町
長
、
水
永
議
長
の
祝
辞
、
市
場
 

地
区
を
代
表
し
て
、
木
村
正
史
さ
ん
 

（
八
、
一
）
の
謝
辞
と
続
き
、
こ
の
日
の
 

た
め
に
飾
り
つ
け
を
し
た
臨
時
列
車
の
 

到
着
を
待
ち
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
 
一
日
駅
 

長
を
務
め
て
頂
い
た
、
立
花
杉
夫
さ
ん
 

（
八
5
二
）
の
出
発
の
合
図
で
、
招
待
さ
 

れ
た
お
年
寄
り
の
方
百
名
が
乗
り
込
む
 

こ
の
列
車
は
、
直
方
駅
ま
で
往
復
し
ま
 

し
た
。
 

こ
の
式
典
の
後
、
田
川
農
協
市
場
分
 

所
で
、
市
場
地
区
主
催
の
祝
賀
会
も
行
 

ヤ
彰
 

・・
 

レ 

一
 

平
成
元
年
度
消
防
功
労
者
表
彰
で
、
赤
 
一 

ブ
丁
1
 

護
慧
？
麟
舞
蛍
 
11
敏
一
、
蕊
驚
 
2
+ 

躍
康
熱
曳
亀
 

で
 m

舞
鷺
 池

町
消
防
団
か
ら
、
亀
谷
徳
光
元
第
」
牙
一
 

団
分
団
長
（
伏
原
）
と
世
良
庄
七
第
一
分
 
一 

団
分
団
長
（
堀
田
）
が
消
防
庁
長
官
表
 

一 

彰
の
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
し
ま
し
た
o

一 

こ
れ
は
地
域
住
民
の
消
防
に
対
す
る
正
 
一 

し
い
知
識
の
向
上
や
、
長
年
の
消
防
活
動
 
一 

一
 

亀谷さん 

A 

招待された 
お年寄りのみなさん 

出発の合図をする一日駅長 
立花杉夫さんト 

わ
れ
、
こ
の
駅
の
誕
生
を
喜
ん
で
い
ま
 

し
た
。
 

で
も
こ
こ
で
残
念
な
お
知
ら
せ
が
あ
 

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
で
き
た
ば
か
 

り
の
市
場
駅
に
置
い
て
い
る
時
計
や
整
 

理
券
機
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
人
が
い
ま
 

す。 

何
が
楽
し
く
て
や
っ
て
い
る
の
 

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
駅
を
利
用
 

す
る
人
、
み
ん
な
で
使
う
も
の
だ
と
い
 

う
事
は
分
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
 

こ
ん
な
悪
質
な
イ
タ
ズ
ラ
は
す
ぐ
辞
 

め
て
下
さ
い
。
 

こ
の
駅
は
、
数
多
く
の
人
た
ち
の
願
 

い
と
努
力
で
誕
生
し
た
も
の
で
す
。
 

み
ん
な
の
力
で
更
に
大
き
く
育
ん
で
 

い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

一
消
 

麟
紺
麟
驚
t

が
認
め
り
れ
た
も
の
で
す
 

一
 
一
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図
圭
目
館
に
本
の
寄
贈
 

上

野

小

学

校

 

四
月
十
二
日
困
、
福
岡
銀
行
 

金
田
支
店
よ
り
、
上
野
小
学
校
 

に
十
万
円
相
当
の
図
書
の
寄
贈
 

が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
同
銀
行
が
、
福
岡
県
 

内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に
 

対
し
て
行
っ
て
い
る
文
化
事
業
 

の
ー
つ
で
、
毎
年
五
十
校
（
園
）
 

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
 

年
は
上
野
小
学
校
が
、
そ
れ
の
 

ー
つ
に
な
り
ま
し
た
。
 

昨
年
は
市
場
小
学
校
に
も
寄
 

贈
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

又
、
上
野
の
青
柳
不
老
園
か
 

ら
も
同
じ
く
寄
贈
を
受
け
ま
し
 

た。 あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

▲金田支店長の野内秀典さんより、本を受けとる児童代表 
児童代表田中優子さん（左）と安武和人君 

車ぽ薦つ乏屍答さん考えた上竺で汐器まフ召 
氏2じ多ようー尤廷さー~ノにzバユm→ 

A 

上野陶器まつり風景 ト 

。焼山文明（Aパート優勝） 

。中村三郎（Aパート2 位） 

。亀井晋作 （B パート2位） 

。斉藤 豊（Dパート2 位） 

。馬場義男 （E パート優勝） 

。大迫 博（Eパート2位） 

脚
マ
グ
ネ
テ
ッ
ク
“
落
成
式
一
 

四
月
十
日
赤
池
工
場
団
地
に
脚
マ
グ
 

ネ
テ
ィ
ッ
ク
（
社
長
廿
和
田
敏
哉
）
が
 

茨
城
県
の
つ
く
ば
市
か
ら
進
出
し
、
工
 

場
の
建
設
を
終
り
地
元
関
係
者
を
招
き
 

落
成
式
を
取
り
行
い
ま
し
た
。
 

当
社
の
落
成
は
県
外
か
ら
の
進
出
企
 

業
と
し
て
は
第
一
号
で
、
赤
池
工
場
団
 

地
の
中
で
は
脚
津
田
商
事
に
続
く
二
社
 

目
の
操
業
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
 

脚
マ
グ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
鉄
鋼
関
係
 

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
、
こ
れ
に
関
 

連
し
た
資
材
、
機
材
の
製
造
販
売
を
行
っ
 

て
い
る
会
社
で
す
。
今
回
の
赤
池
進
出
 

▼左より水永議長、日野町長、和田社長、山下総務常任委員長 

」
 

四
月
十
三
、
十
 

四
、
十
五
日
の
一
一
一
 

日
間
、
上
野
焼
陶
 

器
ま
つ
り
が
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

初
日
の
十
三
日
、
 

十
四
日
は
、
寒
さ
 

を
感
じ
る
程
の
曇
 

り
空
か
ら
雨
も
降
 

り
出
す
始
末
。
カ
 

ラ
ッ
と
晴
れ
た
の
 

は
十
五
日
の
日
曜
 

日。 

そ
の
せ
い
で
、
 

二
日
間
は
お
客
さ
 

ん
の
出
足
も
鈍
か
 

っ
た
の
で
す
が
、
 

日
曜
日
一
日
だ
け
 

で
そ
の
分
を
カ
バ
 

ー
し
、
車
の
台
数
 

四
千
百
五
十
七
台
、
 

は
、
中
で
も
磁
気
応
用
機
 

器
の
開
発
製
造
を
行
う
計
 

画
で
、
磁
気
応
用
機
器
は
 

モ
ー
タ
ー
や
ト
ラ
ン
ス
以
 

外
に
治
療
用
な
ど
、
広
く
未
開
発
の
分
 

野
が
残
さ
れ
て
お
り
、
将
来
が
有
望
視
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

従
業
員
は
パ
ー
ト
を
含
め
て
十
名
位
 

の
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
赤
池
工
場
団
地
内
に
は
三
信
 

産
業
脚
（
建
設
機
材
リ
ー
ス
業
）
、
脚
 

山
懸
組
（
運
送
業
）
が
建
物
の
建
設
を
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

詳
し
い
お
問
合
わ
せ
は
役
場
産
業
振
 

興
課
（
企
業
誘
致
の
担
当
）
ま
で
 

ガッチリと握手ト 
日野町長（左）と和田敏哉社長 

訪
れ
た
人
一
万
一
千
百
四
人
、
昨
年
と
 

比
較
す
る
と
、
車
で
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
 

の
減
、
人
で
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

来
年
は
三
日
間
連
続
で
快
晴
に
な
っ
 

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
 

議会だより 
平
成
二
年
第
四
回
四
月
臨
時
議
会
が
 

四
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
 

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
専
決
処
分
の
承
認
→
地
方
税
法
を
改
 

正
す
る
法
律
が
、
平
成
二
年
三
月
三
十
 

日
成
立
し
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
 

る
こ
と
に
伴
い
、
赤
池
町
税
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
を
、
平
成
二
年
三
 

月
三
十
一
日
付
で
専
決
処
分
し
た
の
で
 

議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
た
も
の
 

で
す
。
 

⑥
道
路
の
認
定
・
変
更
→
道
路
の
新
設
・
 

改
良
に
伴
う
路
線
の
認
定
・
変
更
を
道
 

路
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を
 

得
ま
し
た
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
→
平
成
二
年
 

度
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
及
び
特
定
 

地
域
開
発
就
労
事
業
で
実
施
す
る
工
事
 

の
予
定
価
格
が
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
 

た
め
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

予
防
・
相
談
・
検
診
 

◇

麻

し

ん

 

・
十
八
日
団
 
町
立
病
院
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
生
後
 18 

カ
月
、
 36 

カ
月
児
 

◇

三

種

混

合

 

・
二
十
五
日
団
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
生
後
 12 

カ
月
5
 48 

カ
月
児
 

◇

ポ

リ

オ

（

小

児

マ

ヒ

）

 

・
三
十
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
生
後
3
カ
月
5
 18 

カ
月
児
 

◇

三

歳

児

検

診

 

・
三
十
一
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
満
「
歳
児
 

消費者被害防止月間一1日（警察庁） 
不正大麻・けし撲滅運動-1日～6月30 日（厚生省） 
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